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世 界 史 

 

 

Ⅰ 注意事項 

   解答用紙に「世界史」と記入・マークしてから解答してください。 

   問題は 1 ページから 8 ページまであります。 

   問題は持ち帰ってもよいですが、コピーして配布・使用するのは法律で禁じられてい

ます。 

 

Ⅱ 解答上の注意 

   解答用紙は、マークシート用紙と記述用解答用紙の 2 種類があります。マーク式の問

題で、「解答番号は 10 」と表示のある問いに対して④と解答する場合は、下記の例

のようにマークしてください。記述式の問題には「解答は 記述用解答用紙  」と表示が

ありますので、記述用の解答用紙に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）  

解答番号 解  答  欄 

10 ① ② ③ ● ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題は次のページからです。 
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第１問 次の文章を読み、下の問いに答えよ。 

 

(A)ゲルマン人の大移動後、最有力国として西ヨーロッパ世界の形成に大きな役割を果たし

たのは（ ア ）王国であった。（ ア ）王国では 751 年にピピンによって（ イ ）朝

が成立し、その息子カール大帝の時代に西ヨーロッパの主要部分は、（ ア ）王国によって

統一された。カールは広大な領土を集権的に支配するために、全国を州にわけ、地方の有力

豪族を各州の長官である（ ウ ）に任命し、巡察使を派遣して（ ウ ）を監督させた。  

ローマ教会は、（ エ ）に匹敵する政治的保護者をカールに見出し、800 年のクリスマス

の日に教皇（ オ ）はカールに（ カ ）の帝冠を与えた。こうして、のち 1054 年にキ

リスト教世界は、教皇を首長とするローマ＝カトリック教会と、（ エ ）を首長とするギリ

シア正教会の二つに完全に分裂した。  

カール大帝の死後、内紛がおこり、843 年のヴェルダン条約と 870 年の（ キ ）条約で、

カールの帝国は三つに分裂した。  

 

 

問 1 文中の（ ア ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 1  

 

 ① フランク    ② 西ゴート    ③ シチリア    ④ エトルリア  

 

問 2 文中の（ イ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 2  

 

 ① カロリング   ② メロヴィング  ③ カペー     ④ ノルマン  

 

問 3 文中の（ ウ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 3  

 

 ① 副王      ② 騎士      ③ 伯       ④ 公  

 

問 4 文中の（ エ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 4  

 

 ① イギリス王   ② オスマン皇帝  ③ ハンガリー王  ④ ビザンツ皇帝  

 

問 5 文中の（ オ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 5  

 

 ① ウルバヌス 4 世           ② インノケンティウス 3 世  

③ グレゴリウス 7 世          ④ レオ 3 世  

 

問 6 文中の（ カ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 6  

 

 ① フランス皇帝  ② ロシア皇帝   ③ ドイツ皇帝   ④ ローマ皇帝  

 

問 7 文中の（ キ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 7  

 

① メルセン    ② パリ      ③ ミラノ     ④ ラヴェンナ  
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問 8 下線 (A)によって建設された王国に関して適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。  

解答番号は 8  

 

 ① ブルグンド王国はアフリカに建国された。  

 ② ランゴバルド王国は北イタリアに建国された。  

③ 西ゴート族はガリア北部に建国した。  

④ アングロ＝サクソン人はガリア南部に建国したが、その後遷都して、イベリア半島に

定住した。  
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第 2 問 次の文章を読み、下の問いに答えよ。 

 

フランスとイギリスの間で (A)百年戦争が開始されると、はじめ長弓兵を駆使したイギリス

軍が優勢であった。フランス国内は黒死病の流行や（ ア ）の乱などで荒廃し、（ イ ）

の時には王国は崩壊寸前の危機にあった。しかし、神のお告げをきいたという農民の娘ジャ

ンヌ＝ダルクがあらわれ、フランス軍は（ ウ ）の包囲を破り、イギリス軍を大敗させた。

これによりフランスは勢いをもりかえし、ついに（ エ ）を除く大陸からイギリス軍を追

い出して、戦争はフランスの勝利に終わった。その後、イギリスではランカスター家と（ オ ）

家による王位継承の内乱がおこった。  

 

 

問 1 文中の（ ア ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 9  

 

① ジャックリー            ② フロンド  

③ ワット＝タイラー          ④ シモン＝ド＝モンフォール 

 

問 2 文中の（ イ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 10  

 

① シャルル 4 世  ② シャルル 7 世  ③ フィリップ 4 世 ④ フィリップ 5 世  

 

問 3 文中の（ ウ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 11  

 

① ボルドー    ② クレシー    ③ ポワティエ   ④ オルレアン  

 

問 4 文中の（ エ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 12  

 

① カレー     ② アヴィニョン  ③ ナント     ④ ポワティエ  

 

問 5 文中の（ オ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 13  

 

① テューダー   ② ブルボン    ③ ステュアート  ④ ヨーク 

 

問 6 下線 (A)のきっかけについて、下記の 3 語を使用して 80 字以内で説明せよ（ただし、

句読点を含む）。使用する順番は問わない。また、必要であれば同じ言葉を 2 回繰り返し

て使用してもよい。  

解答は  記述用解答用紙   

 

    使用する言葉： カペー、ヴァロワ、エドワード 3 世  
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※第 3 問は次のページにあります。  
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第 3 問 次の文章を読み、下の問いに答えよ。 

 

元に対する反乱の中で台頭した（ ア ）は 1368 年に皇帝（洪武帝）となり、明朝を樹

立した。洪武帝は、元朝で政治の中枢を担っていた（ イ ）を廃止し、（ ウ ）を皇帝に

直属させた。農村に対しては人口調査に基づいて（ エ ）を実施し、また土地台帳である

（ オ ）などを作成させた。  

(A)洪武帝の没後、燕王が（ カ ）に対して挙兵し、その結果、燕王が皇帝（永楽帝）と

なった。  

 

 

問 1 文中の（ ア ）に適当な語句を、①～④の中から１つ選べ。解答番号は 14  

 

① 朱元璋     ② 趙匡胤     ③ 鄭成功     ④ 李成桂  

 

問 2 文中の（ イ ）に適当な語句を、①～④の中から１つ選べ。解答番号は 15  

 

 ① 理藩院     ② 軍機処     ③ 都護府     ④ 中書省  

 

問 3 文中の（ ウ ）に適当な語句を、①～④の中から１つ選べ。解答番号は 16  

 

① 三藩      ② 六部      ③ 八旗      ④ 九品  

 

問 4 文中の（ エ ）に適当な語句を、①～④の中から１つ選べ。解答番号は 17  

 

① 均田制     ② 三長制     ③ 府兵制     ④ 里甲制  

 

問 5 文中の（ オ ）に適当な語句を、①～④の中から１つ選べ。解答番号は 18  

 

① 交鈔      ② 交子      ③ 魚鱗図冊    ④ 賦役黄冊  

 

問 6 文中の（ カ ）に適当な語句を、①～④の中から１つ選べ。解答番号は 19  

 

① 建文帝     ② 康熙帝     ③ 宣統帝     ④ 雍正帝  

 

問 7 下線 (A)の名称として適当な語句を、①～④の中から１つ選べ。解答番号は 20  

 

 ① 靖康の変    ② 靖難の役    ③ 紅巾の乱    ④ 黄巾の乱  
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問 8 明の対外関係の説明として適当でないものを、①～④の中から１つ選べ。  

解答番号は 21  

 

① 洪武帝は海禁政策をとり、政府の管理による朝貢貿易を推し進めた。  

② 永楽帝は鄭和が率いる艦隊を、インド洋からアフリカ沿岸にまで遠征させた。  

③ 契丹に対して多額の銀や絹を毎年おくることを約束した。  

④ 日本からの朝貢が復活し、勘合貿易が行われた。  
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第 4 問 次の文章を読み、下の問いに答えよ。 

 

1862 年に (A)ビスマルクは（ ア ）から首相に任じられると、議会の反対を押し切って

軍備を拡張した。1864 年、プロイセンはオーストリアとともに、シュレスヴィヒ・ホルシュ

タイン両州をめぐる対立から、（ イ ）と開戦して勝利を収めた。その後、両州の管理を

めぐってプロイセン＝オーストリア戦争がおき、プロイセンが勝利した。ドイツ連邦は解体

され、翌年プロイセンを盟主とする（ ウ ）が結成された。南ドイツの諸邦もプロイセン

と同盟を結んだので統一は完成に近づいた。一方、ドイツから除外されたオーストリアは、

1867 年に同君連合としてのオーストリア＝（ エ ）帝国に再編した。  

プロイセンの強大化を恐れ、スペインの王位継承問題でプロイセンの影響力を阻止したフ

ランスの（ オ ）は、ビスマルクの挑発に乗って 1870 年 7 月にプロイセン＝フランス戦

争を始めた。プロイセンはフランスを圧倒し、9 月フランス北部のスダンで（ オ ）を捕

虜にした。1871 年、ビスマルクは（ カ ）を譲らせるなど、フランスに厳しい条件を含む

講和を結んだ。同年、（ ア ）は（ キ ）でドイツ皇帝の位につき、ドイツ帝国が成立

した。  

 

 

問 1 文中の（ ア ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 22  

 

① フリードリヒ 3 世          ② ヴィルヘルム 1 世  

③ ルートヴィヒ 2 世          ④ フランツ＝ヨーゼフ  

 

問 2 文中の（ イ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 23  

 

① スウェーデン  ② イタリア    ③ ロシア     ④ デンマーク 

 

問 3 文中の（ ウ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 24  

 

① ナチ党     ② ドイツ関税同盟 ③ 北ドイツ連邦  ④ 神聖同盟 

 

問 4 文中の（ エ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 25  

 

① チェコ     ② ポーランド   ③ ハンガリー   ④ スロヴァキア  

 

問 5 文中の（ オ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 26  

 

① ルイ＝フィリップ          ② シャルル 10 世  

③ ヴィクトル＝ユゴー         ④ ナポレオン 3 世 

 

問 6 文中の（ カ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 27  

 

① アルザス・ロレーヌ         ② シュレジエン  

③ トリエステ             ④ ギエンヌ 
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問 7 文中の（ キ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 28  

 

① シェーンブルン           ② ヴェルサイユ  

③ ノイシュヴァンシュタイン      ④ ローマ 

 

問 8 下線 (A)が行ったことの説明として適当でないものを、①～④の中から 1 つ選べ。  

解答番号は 29  

 

① 南ドイツで有力なカトリック教徒を警戒し、「文化闘争」を開始した。 

② 社会主義者鎮圧法を制定した。 

③ オスマン帝国に開戦して勝利し、サン＝ステファノ講和条約を結んだ。 

④ 保護関税政策をとって工業化を進めた。  


